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元号と地名・施設名（担当：村上） 

 

こんにちは。嘱託員の村上です。5月 1日から元号が「令和」となりましたね。 

 

 「平成」という元号が決まった際は岐阜県に「平成
へなり

」という地名があることが話題となりまし

た。現時点で「令和」という地名はないそうですが、これまでも元号が変わると新元号にちなん

だ名称が地名や施設名などに採用される事例がみられますので、「令和」も地名や施設名に採用

されることでしょう。 

 

そこで、今回は青森市内で元号にちなんだ地名や施設名を探してみました。 

 

 まずは「大正」です。古川 2丁目の一部を指す町名（俗称）に「大正町」があります。肴倉弥

八『青森市町内盛衰記』（1953年）によると、大正時代に開けた地区であることから「大正町」

と呼ばれるようになったといわれています。大正 15 年（1926）に発行された地図「大日本職業

明細図之内青森県」に「大正町」の表記がみられます。 

 

 
 

 

 

次に「昭和」です。篠田 1丁目の一部を指す町名（俗称）に「昭和町」があります。西部六町

会連合記念誌『わがまち』（1999 年）によると、「昭和町」という町名が使われるようになった

のは沖館地区が青森市に編入された昭和 2年（1927）以降といわれています。昭和 10年に発行

された地図「青森市勢一覧」に「昭和町」の表記がみられます。 

 

 

また、国道 7号と新町通りを結ぶ通りに「昭和通り」があります。昭和初期までこの通りはな

く、金沢堰という水路がありました。『青森市町内盛衰記』によると昭和 10年に水路が暗渠とな

り、交通が便利となったことで繁華街が形成されたといいます。昭和通り商店街のホームページ

によると、この通りに決まった名称はありませんでしたが、商店街の方々が「昭和時代からどん

どん栄えていくだろう」との希望を込めて「昭和通り商店街」と名付けたそうです。 

大正町周辺 

（大正 15年発行「大日本職業明細図之内青森県」、歴史資料室蔵） 
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